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論文内容の要旨
Mを平坦アフィン接続Dをもっ微分可能多様体とする。 M上のリーマン計量gが局所的にg=IJu (uは局所的な関数)
と表されるとき ， (D, g) をM上のへシアン構造とよぷ。
へシアン構造と同じように 1 つの基礎構造の上に， もう l つの構造が乗っているものとしてケーラー構造がある。
今，複素構造を固定してケーラー構造を与えるようなリーマン計量全体を考えると，それは無限次元である。逆に，
計量を固定したとき，ケーラー構造を与えるような複素構造全体は有限次元である。これをへシアン構造の場合に考
える o 平坦アフィン接続を固定したとき，へシアン構造を与えるような計量全体は無限次元である。逆に， I計量を
固定したとき，へシアン構造を与えるような接続はどれだけあるか? J ということは， これまで知られていなかった。
そこでこの問題を考え，ユークリッド空間，平坦トーラス，双曲空間の場合，無限次元であるという結果を得た。
論文審査の結果の要旨
リーマン計量とアファイン接続の複合概念であるへッシアン構造についての局所的な解析は今まで極めて不十分で
あった。とりわけ，へッシアン構造がリーマン計量によって一意的に決定されるかという自然な問題も未解決であっ
た。鬼頭君はある一つのリーマン計量に対して両立するアファイン構造の空間が無限次元となる例を構成し，上の問
題に決定的な否定的解決を与えた。この解決により，へッシアン構造が単なるリーマン計量とは本質的に異なり，独
自の対象であることが数学的に示されたことになる。よって，本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値ある
ものと認める。
